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姫路城に侵入するタンポポの現状 
－ タンポポの外来化、雑種化を考える － 
 


































4 月 30 日と 5 月 7 日に姫路城外(三の丸広場，千姫ぼたん園周辺)を、をおこなった。工事の関係で天守閣
前や東出口付近は採取出来なかった。また、いくつか刈り取られている区画があったので、5月 20 日と 5
月 22 日に改めて姫路城内外を調査した。 
 (２)調査方法 
生えているタンポポの頭花と同株のタンポポの葉を採取した。その際「タンポポ調査・西日本 2010」








タンポポの分類を「タンポポ調査・近畿 2005 調査報告書」に従って次の表のように考えた。 



































       図２ カンサイタンポポと外来タンポポの割合比較図 
カンサイと外来タンポポの割合を比較する。 兵庫県はカンサイタンポポが 1376 個体(23％)外来タン




＊比較のための兵庫県の調査結果は「タンポポ調査・西日本 2010 調査報告書」より引用 
② タネの調査結果から    
表１ 外来タンポポのセイヨウ・アカミの割合 
  〔2011 春〕 〔２０１０春〕 
  城内 城外 城内 城外 
セイヨウタンポ
ポ個体数 
168 40% 556 56% 105 53% 225 37% 
アカミ 
202 48% 415 42% 40 20% 91 15% 
タンポポ個体数 
不明の個体数 49 12% 27 3% 52 26% 286 48% 









（雑種が多い） ←  ← ←  ←  ←  ←  （純系が多い） 
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全体数 419 100% 998 100% 197 100% 602 100% 
比率（セイヨウ
／アカミ） 





④ 地区別タンポポ分布の割合  
城内を１２地区、城外を１２地区に分け、その分布割合の特徴を図示すると、 
 
















雑種の見分け方は葉緑体 DNA （ trn LF）よりＪ（在来種型）を雑種、Ｅ（外来型）を純粋な外来種
として求めた。この解析は尼崎小田高校の谷先生,神戸高校の稲葉先生より教えていただき解析をした。 
表２  葉緑体ＤＮＡによる姫路城の雑種率 
反り返りの セイヨウタンポポ アカミタンポポ 
度合い バラバラ なし バラバラ なし 
1 93% 100% 100%   
2 （Ｎ＝１５） （Ｎ＝１） （Ｎ＝５） なし 
3 100% 100% 100% 100% 
  （Ｎ＝１４） （Ｎ＝４） （Ｎ＝１７） （Ｎ＝１） 
4 93% 100% 84% 100% 
  （Ｎ＝１５） （Ｎ＝１７） （Ｎ＝２５） （Ｎ＝３） 
5 100% 100% 100% 0% 
  （Ｎ＝２） （Ｎ＝９） （Ｎ＝４） （Ｎ＝１） 
全体 96% 100% 94% 80% 









 セイヨウタンポポ アカミタンポポ 
花粉 反り返り 純粋 三倍体 四倍体 雄核 合計 純粋 三倍体 四倍体 雄核 合計 
不 12 0 1 1 0 2 0 1 1 1 3 
均一 3 0 0 2 1 3 0 0 1 1 2 
  45 0 1 3 0 4 5 0 1 4 10 
  12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
なし 3 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 
  45 0 0 2 0 2 1 0 0 3 4 
合計   0 2 8 2 12 6 1 3 9 19 
（％）   0% 17% 67% 17% 100% 31% 5% 26% 47% 100%
 セイヨウタンポポは４倍体が多く、アカミタンポポは雄核、純粋が多かった。 
総包外片の反り返り、花粉の状態など形態から雑種の種類を考えるのは、調査数（31 個体）が少ない
ので今後多く調査する必要がある。 
６ おわりに（今後の課題） 
姫路城にはカンサイタンポポが城外 64％、城内 72％であった。城外ではセイヨウタンポポ（56％）、城
内ではアカミタンポポ（48％）が多かった。それも雑種タンポポが 90％以上侵入していることがわかった。 
場所的には人通りの多い地区はアカミタンポポ、少ないところはカンサイタンポポであった。特に今修
理中の天守閣付近はアカミタンポポが多かった。 
総包外片の反り返り、花粉の状態など形態から雑種の種類を考えるのは、調査数が少ないので今後多く
調査する必要がある。できれば、今後も同様な調査を広い範囲で行い、形態で雑種の種類が見分けられる
方法を見つけたい。 
 
